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大
学
生
の
進
路
選
択

や
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン

の
状
況
と
県
の
認
識

を
伺
う
。

Ａ　

県
の
調
査
で
、
県
内
の
大
学
生
の

49
・
６
％
が
県
内
で
の
就
職
を
希
望
し
、

県
外
は
９
・
７
％
に
と
ど
ま
る
。
39
％

の
学
生
が
県
内
外
に
こ
だ
わ
ら
ず
就
職

を
希
望
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
67
・

７
％
は
条
件
が
合
え
ば
「
県
内
で
就
職

し
た
い
」
と
答
え
て
い
る
。
民
間
の
調

査
で
も
、
首
都
圏
在
住
の
本
県
出
身
者

は
20
代
の
59
・
９
％
、
30
代
の
57
・
６

％
が
地
元
に
帰
り
た
い
と
希
望
。
首
都

圏
43
大
学
の
就
職
指
導
担
当
者
の
話
も

含
め
、
本
県
出
身
者
は
地
元
で
の
就
職

を
希
望
す
る
傾
向
に
あ
る
。

西
鉄
バ
ス
の
田
川
・

小
倉
線
減
便
の
経
緯

と
、
県
の
支
援
に
つ

い
て
。

Ａ　

一
昨
年
６
月
、
西
鉄
か
ら
路
線
廃

止
の
申
し
出
が
あ
り
、
県
、
沿
線
市
町
、

西
鉄
で
協
議
し
、
減
便
及
び
西
鉄
後
藤

寺
・
中
谷
間
で
運
行
区
間
短
縮
に
よ
る

存
続
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
市
民
の
要

望
を
受
け
改
め
て
協
議
し
、
今
年
10
月

か
ら
半
年
間
、
中
谷
・
守
恒
間
で
試
験

運
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
沿
線
の
北

九
州
市
、
田
川
市
、
香
春
町
が
利
用
呼

び
か
け
の
チ
ラ
シ
を
配
布
。
さ
ら
に
利

用
促
進
の
具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
て

お
り
、
県
も
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。７

月
の
西
日
本
豪
雨

災
害
で
は
、
北
九
州

市
門
司
区
奥
田
地
区

で
崖
崩
れ
に
よ
り
２

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。
隣
接
す
る

渓
流
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
、
大
雨
の
際
、
住
民
は
常
に
不
安
を

感
じ
て
い
た
。
暮
ら
し
と
命
を
守
る
た

め
、
奥
田
地
区
に
は
砂
防
ダ
ム
が
必
要

で
は
な
い
か
。

Ａ　

当
該
地
区
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
、
区
域
内
に
多
く
の
保
全

人
家
と
道
路
が
あ
る
。今
後
、詳
細
な
現

地
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
砂
防
ダ
ム
の

必
要
性
、効
果
に
つ
い
て
検
討
し
、地
元

の
声
も
聴
き
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

室
見
川
は
昭
和
38
年

の
福
岡
大
水
害
に
よ

り
改
修
後
、
約
50
年

間
改
修
さ
れ
て
い
な

い
が
、
気
象
状
況
が
異
な
る
今
、
治
水

能
力
確
保
の
た
め
、
抜
本
的
な
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

室
見
川
は
今
年
７
月
の
豪
雨
で
も

氾
濫
危
険
水
位
は
超
え
た
が
、
溢い

っ
す
い水
・

越
水
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
室
見
川
水

系
は
現
在
、
河
川
法
上
の
計
画
で
あ
る

治
水
、
利
水
、
環
境
に
関
す
る
長
期
的

な
河
川
整
備
基
本
方
針
の
策
定
作
業
を

進
め
て
お
り
、今
回
の
豪
雨
も
踏
ま
え
、

流
域
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
。西

鉄
天
神
大
牟
田
線

の
連
続
立
体
交
差

事
業
で
高
架
下
に
大

き
な
空
間
が
生
ま
れ

る
。
鉄
道
で
分
断
さ
れ
た
地
域
を
一
体

と
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
空
間
を
地
元

自
治
体
に
お
い
て
有
効
活
用
で
き
な
い

か
。

Ａ　

旧
建
設
省
と
旧
運
輸
省
で
定
め
た

協
定
に
よ
る
と
、
高
架
下
は
都
市
計
画

事
業
施
行
者
が
15
％
を
利
用
で
き
る
。

高
架
下
は
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
、
駅
周

辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る

貴
重
な
空
間
で
あ
る
。
今
後
と
も
春
日

市
、
大
野
城
市
の
要
望
を
踏
ま
え
て
、

活
用
に
つ
い
て
西
鉄
と
協
議
を
進
め
て

い
く
。

来
年
度
か
ら
実
施
す

る
と
い
う
教
員
の
資

質
向
上
研
修
計
画
の

工
夫
は
。

Ａ　

教
員
が
自
ら
の
資
質
向
上
を
続
け

る
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
た
、
身
に

付
け
る
べ
き
資
質
な
ど
の
指
標
に
基
づ

い
て
自
己
の
現
状
を
把
握
し
、
さ
ら
な

る
高
み
を
目
指
し
て
学
び
続
け
る
仕
組

み
が
重
要
。
新
し
い
研
修
計
画
で
は
、

各
段
階
の
研
修
開
始
時
に
自
己
の
課
題

を
把
握
し
て
目
標
を
設
定
し
、
終
了
時

に
指
導
力
の
伸
び
を
確
認
さ
せ
る
仕
組

み
を
設
け
て
い
る
。
研
修
履
歴
の
自
己

管
理
に
よ
り
、自
ら
の
学
び
の
機
会
を
、

見
通
し
を
持
っ
て
充
実
さ
せ
る
工
夫
も

行
う
。

事
業
承
継
税
制
の
情

報
発
信
に
取
り
組
む

べ
き
だ
。

Ａ　

５
月
11
日
に
関
係
１
７
１
団
体
で

「
福
岡
県
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
設
立
。
現
在
、
商
工
会
議
所
な

ど
の
経
営
指
導
員
が
、
60
歳
以
上
が
経

営
す
る
中
小
企
業
を
中
心
に
個
別
訪
問

し
、
大
幅
に
拡
充
さ
れ
た
事
業
承
継
税

制
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
年
７
、８
月
、県
内
２
カ
所
で
開
催
さ

れ
た
税
理
士
と
公
認
会
計
士
約
３
０
０

人
の
勉
強
会
に
県
職
員
を
派
遣
し
、
中

小
企
業
へ
の
働
き
か
け
を
要
請
し
た
。

今
後
と
も
専
門
家
と
連
携
し
、
中
小
企

業
の
事
業
承
継
を
進
め
て
い
く
。

※
事
業
承
継
税
制
：
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
者
か
ら

後
継
者
へ
の
非
上
場
株
式
の
承
継
に
対
す
る
相
続

税
・
贈
与
税
の
納
税
猶
予
及
び
免
除
に
関
す
る
制
度

来
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
、

日
本
に
対
し
友
好
的

で
、
県
ゆ
か
り
の
人

物
の
名
を
冠
し
た
公
園
な
ど
が
あ
る
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
カ
ウ
ラ
市
と
の
縁
を

活
用
し
、
県
は
同
国
自
治
体
と
の
友
好

提
携
を
進
め
る
べ
き
だ
。

Ａ　

友
好
提
携
は
、
互
い
の
産
業
・
経

済
・
文
化
な
ど
の
状
況
を
お
互
い
に
理

解
し
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
に
な
る
交
流
分

野
を
見
つ
け
、
具
体
的
な
交
流
を
積
み

重
ね
た
結
果
、
締
結
さ
れ
る
も
の
と
考

え
る
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や

カ
ウ
ラ
市
と
の
縁
も
踏
ま
え
、
ま
ず
は

観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
治
体
と
の
交
流
の

芽
を
育
て
て
い
き
た
い
。

活
力
あ
る
地
域
を
再

生
す
る
上
で
、
地
域

の
担
い
手
と
な
る
人

材
を
い
か
に
確
保
し

て
い
く
か
。

Ａ　

平
成
21
年
度
か
ら
自
治
会
役
員
や

市
町
村
職
員
を
対
象
に
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
諸
課
題
に
つ
い
て

の
研
修
会
を
実
施
。
ま
た
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
支
援
に
努
め
、
同
29
年
度

に
は
31
市
町
村
で
１
３
２
人
の
隊
員
が

観
光
振
興
、
六
次
化
商
品
の
開
発
な
ど

に
従
事
し
た
。
任
期
満
了
を
迎
え
た
隊

員
の
定
住
促
進
に
も
取
り
組
み
、
こ
れ

ま
で
に
15
人
が
県
内
に
定
住
し
て
い

る
。
市
町
村
と
連
携
し
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
拡
充
さ
せ
て
い
く
。

宿
泊
税
は
県
税
と
し

て
徴
収
す
べ
き
だ
と

考
え
る
。
福
岡
市
の

観
光
振
興
条
例
可
決

は
二
重
課
税
問
題
に
発
展
し
か
ね
な

い
。
ど
う
対
処
す
る
つ
も
り
か
。

Ａ　

観
光
振
興
財
源
は
慎
重
か
つ
丁
寧

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
県
は
既
に

検
討
会
議
で
議
論
し
て
お
り
、
市
と
の

間
で
十
分
な
調
整
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
観
光
振
興
は
広
域
的
な
観
点

か
ら
議
論
す
べ
き
だ
と
い
う
県
の
考
え

方
も
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た
い
。
県

の
検
討
会
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
県
内
の

他
の
市
町
村
の
意
見
も
十
分
踏
ま
え
、

福
岡
市
と
し
っ
か
り
と
調
整
を
進
め
て

い
く
。

国
が
来
年
度
か
ら

森
林
環
境
譲
与
税

を
県
等
に
譲
与
し
、

２
０
２
４
年
度
か
ら

新
た
に
森
林
環
境
税
を
導
入
す
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
県
森
林
環
境
税
と
の
関
係

を
整
理
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

福
岡
県
森
林
環
境
税
検
討
委
員
会

か
ら
９
月
上
旬
、
県
に
対
し
福
岡
県
森

林
環
境
税
を
継
続
し
、
荒
廃
森
林
の
再

生
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
、

市
町
村
へ
の
譲
与
税
は
森
林
整
備
の
ほ

か
木
材
利
用
の
促
進
や
放
置
竹
林
対
策

な
ど
地
域
独
自
の
取
り
組
み
に
も
活
用

す
る
こ
と
な
ど
の
提
言
を
受
け
た
。
こ

れ
を
踏
ま
え
、
両
税
の
効
果
的
な
活
用

を
検
討
し
て
い
く
。企

業
誘
致
に
つ
い

て
、
市
町
村
が
企
業

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

に
は
県
の
支
援
が
重

要
。
市
町
村
の
特
性
と
様
々
な
産
業
の

成
長
可
能
性
な
ど
を
正
確
に
つ
か
み
、

社
会
構
造
が
変
化
す
る
中
で
も
需
要
が

伸
び
て
い
く
産
業
の
企
業
誘
致
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

Ａ　

県
の
取
り
組
み
で
、
食
料
品
関
連

な
ど
多
く
の
企
業
立
地
が
実
現
。
食
料

品
関
連
は
大
消
費
地
を
有
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
今
後
も
本
県
へ
の
立
地

が
期
待
で
き
る
業
種
。
企
業
動
向
を
的

確
に
見
極
め
な
が
ら
、
市
町
村
と
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
強
み
を
活
か

し
た
企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組

む
。

本
県
は
被
爆
二
世
の

実
体
把
握
を
行
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、

健
康
診
断
の
受
診
機

関
拡
大
の
現
状
は
。

Ａ　

全
て
の
被
爆
二
世
の
人
数
な
ど
、

実
態
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
国
の
調

査
事
業
と
し
て
希
望
者
の
健
康
診
断
を

実
施
。
被
爆
二
世
の
健
康
状
態
の
把

握
に
努
め
て
お
り
、
平
成
29
年
度
は

４
１
７
人
が
受
診
。
新
聞
広
告
を
活
用

し
た
周
知
な
ど
の
ほ
か
、
受
診
の
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、
医
療
機
関
へ
の
働

き
か
け
を
行
い
、
同
17
年
度
は
４
カ
所

だ
っ
た
健
康
診
断
実
施
医
療
機
関
が
本

年
度
は
24
カ
所
に
増
え
た
。
引
き
続
き

医
療
機
関
数
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

世
界
的
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
問
題
へ
の
取

り
組
み
は
。

Ａ　

国
は
海
洋
ご
み
対
策
や
、
中
国
な

ど
に
よ
る
廃
棄
物
の
禁
輸
措
置
に
対
応

し
た
国
内
資
源
循
環
体
制
の
構
築
な
ど

を
目
的
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環

戦
略
」
を
来
年
６
月
の
Ｇ
20
ま
で
に
策

定
す
る
方
針
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
の

削
減
、
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

の
徹
底
的
か
つ
効
果
的
・
効
率
的
な
回

収
と
再
生
利
用
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
対
す
る
県
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、
国
の

新
た
な
戦
略
も
参
考
に
し
な
が
ら
問
題

の
解
決
を
図
っ
て
い
く
。

県
内
36
カ
所
目
の
警

察
署
と
し
て
、
城
南

警
察
署
（
仮
称
）
が

２
０
２
２
年
、
早
良

警
察
署
か
ら
分
割
さ
れ
、創
設
さ
れ
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
将
来
像
は
。

Ａ　

住
宅
・
文
教
地
区
と
さ
れ
る
福
岡

市
城
南
区
を
管
轄
す
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
所
要
の
組
織
・
体
制
を
確
保
し
、

区
役
所
や
大
学
な
ど
の
関
係
機
関
や
地

域
と
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
各
種
治
安

対
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
住
民
の

方
々
か
ら
提
出
い
た
だ
い
た
警
察
署
設

置
の
要
望
書
に
も
あ
る
通
り
、「
地
域

の
安
全
・
安
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
な

る
こ
と
を
目
指
す
。

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

（

　）は
選
挙
区
を
記
載

自
民
党
県
議
団

国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団

十中 大雅
（久留米市）

西元 　健
（築上郡・豊前市）

田辺 一城
（古賀市）

原中 誠志
（福岡市中央区）

吉村 　悠
（北九州市小倉南区）

井上 博行
（福岡市博多区）

渡辺 勝将
（那珂川市）

大田 　満
（福岡市早良区）

岳　 康宏
（福岡市中央区）

川端 耕一
（北九州市門司区）

野原 隆士
（福岡市西区）

中牟田 伸二
（春日市）

渡辺 美穂
（太宰府市）

今井 保利
（遠賀郡）

守谷 正人
（福岡市城南区）


